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社　　会

算数 , 数学

単元（題材）及び授業構想のポイント

資質・能力を育むための「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善

資質・能力の三つの柱

思考力，判断力，
表現力等

※三つの柱の
バランスの
とれた育成
を目指す。

各教科等の特質に応じた物事を捉える視点や考え方

見方・考え方

・各教科等を学ぶ本質的な意義の中核をなすもの
・習得・活用・探究という学びの過程の中で，児童

生徒が「働かせる」もの
教師が「見方・考え方」とは何かを明確にし，
児童生徒が「見方・考え方」を働かせて学ぶよ
うな授業デザインを考えることが重要

・学習評価により，教師が自らの指導のねらいに応じて授業での児童
生徒の学びを振り返り，学習や指導の改善に生かすことが大切です。

・児童生徒が「見方・考え方」を働かせているかどうか自体は
評価の対象とするものではありませんが，授業の中で児童生
徒が「見方・考え方」を働かせることができていたかを教師
が振り返り，指導の改善等につなげることは重要です。

授業改善と評価

相互に支え合う関係

○学ぶことに興味や関心をもつ
○自己のキャリア形成の方向性と関連付けな
がら，見通しをもって粘り強く取り組み，
自己の学習活動を振り返って次につなげる

主体的な学び

授業改善の視点
※○は視点の主な具体

○自分の考えをもった上で話し合う
○他者との協働や対話，先哲の考えに触れる
ことにより，自己の考えを広げ深める

対話的な学び

［留意事項］
・児童生徒の学びの姿から三つの視点の実現
状況を把握し，一体として改善・充実が図
られるようにする。

・一人一人の児童生徒や学校の実態を的確に
把握し，授業を組み立てる。

・単元や題材など内容や時間のまとまりを見
通して，主体的・対話的で深い学びの実現
に向けた授業改善を行う。

学びに向かう力，
人間性等

知識及び技能

単元（題材）
の目標

１単位時間
のねらい

学びの深まりの鍵

○知識を相互に関連付けてより深く理解して
いく

○情報を精査して考えを形成していく
○問題を見いだして解決策を考えていく
○思いや考えを基に創造していく

深い学び

推進資料１
推 進 資 料

各教科等において目指す資質・能力を育むためには，単元（題材）の指導を通してどのような資質・能力の育成を
目指すのかを明確にしながら目標を設定し，全ての児童生徒がねらいを達成することができるように，児童生徒や学
校の実態，指導の内容に応じ，「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業改善を図ることが重要です。

社会的な見方・考え方を働かせるための学習課題や発問と資料活用の在り方
資質・能力の育成のために，児童生徒が社会的な見方・考え方を働かせることが大切です。そのために，視点（見方）や方法（考

え方）に基づいた学習課題や発問などの構成を，資料を効果的に活用しながら単元のまとまりの中で工夫していく必要があります。

[指導事例]自然災害を防ぐ(小学校５年) ・発問の例【活用資料】 ・資料活用の留意点発問について
児童生徒が見方・考え方

を働かせるために，視点や
方法に基づいた次のような
発問を，児童生徒の疑問と
ともに単元や本時の流れに
沿って考えていきます。
Ⅰ 視点に着目して，社会的

事象の様子や仕組みなど
を捉える発問

Ⅱ Ⅰにより捉えた事象を比
較・分類・総合して事象
の特色を考えたり, 地域
の人々や国民の生活と関
連付けて事象の意味を考
えたりする発問

Ⅲ 社会に見られる課題を把
握して，学んだことを生
かしながらその解決に向
けて社会への関わり方を
選択・判断する発問

Ⅱ 日本で自然災害が多いのは
何と関連があるといえます
か。【年表や雨温図等】

資料について
Ⅰ～Ⅲの発問に加え，資料

を適切に加工したり，提示方
法を工夫したりすることが大
切です。見方・考え方を働か
せるように，何の資料をどの
ように提示し，どう問うか，
併せて考えましょう。

Ⅰ 夏や秋に水害が多くなる
のはなぜ(理由)ですか。

Ⅱ 様々な災害に対する国や
県の取組について共通点
はありませんか。【写真
や対策をまとめた表】

読み取った事実につ
いて，既習事項や他の
資料と関連させてその
理由や背景などを考え
させます。

読み取った事実を比
較させたりまとめさせ
たりして，共通点や相
違点などについて考え
させます。

災害の種類ごとに色
分けするなど，資料の
見せ方を工夫したり年
表の不必要な情報を削
除したりします。

Ⅰ 災害はどんな時(時期)に，
どんな所(場所)で起きてい
ますか。【年表や災害地図】

Ⅰ どんな自然災害(種類)が起き
ていますか。【写真や年表】

災害の発生回数は多いのに，被
害が少ないのはどうしてだろう。

児童生徒の資
料活用の技能について
単元ごとに全てを育成

しようとするのではなく
資料の特性等に応じて,
様々な場面で繰り返し指
導することが大切です。
※小学校解説 P152～153
の「社会的事象等につい
て調べまとめる技能」を
参照(中学校はP186～187)

Ⅲ 災害から身を守るために，自分にできることはありま
せんか。【「減災のてびき」(内閣府のＨＰ)等の資料】

水害は夏や秋に多いな。

地形の影響もあるのでは。【地図】

この時期の雨量に着目すればよ
いのでは。【雨温図】

各時間の学習課題の例

１ 日本ではどのような自然災害

が起こるのか。

２ なぜ，日本は自然災害が多い

のか。

３ 地震や津波の被害を防ぐため

に，どのような取組をしてい

るのか。

４ 風水害や火山の噴火，大雪の
被害を防ぐために，どのよう

な取組をしているのか。

５ 自然災害を防ぐために，国や

県はどのような役割を果たし

ているのか。

６ 自然災害から身を守るために

これからの生活でどんなこと

に気を付けていけばよいか。
Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

【単元の学習問題】自然災
害から私たちの生活を守るた
めに，国や県ではどのような
取組が進められているのか。

Ⅰ・Ⅱ

働かせたい数学的な見方・考え方や育成を目指す資質・能力を基に，児童生徒がど
んな姿になればよいのか具体的な姿を想定してねらいを検討しましょう。

「落ちや重なりがないように考えていくことは，思考や表現の方法
を工夫することや，筋道を立てて考えていくことにつながるものであ
る。多様な考えに触れ，それぞれの考え方のよさに気付けるようにし
ていく。」といった解説の内容を踏まえて学びの質を高めましょう。

学習評価は，学習指導要領に定められ
る目標に準拠して実施されます。単元の
目標を作成し，目標を踏まえた評価規準
を作成することで，育成を目指す資質・
能力を明確にすることができます。

〈単元の評価規準の作成の手順〉
小学校 算数では，

・「内容のまとまり」をそのまま単元に
することができない場合がある

・文言の書き方がそろっていない
ことから，以下の手順で作成します。

思考・判断・表現の評価規準（例）

※「考えている」だけではなく，考え
て筋道を立てて答えを出すことがで
きることを重視していることから，
文末を「～できる」としています。

内容のまとまりごとの評価規準（例）

評価規準の文言を具体的な書き
方で表現をそろえる

具体的な内容のまとまりごとの評価規準

単元に合わせて，内容のまとまり
をそのまま用いたり，分割したり，
組み合わせたりする

単元の評価規準

指導事例 小学校６年生 単元名「並べ方と組み合わせ方」

授業実践例

学びの質を高めるための授業構想の在り方

ステップ２ 本時のねらいの吟味ステップ１ 資質・能力の明確化

ステップ３ 全ての児童生徒がねらいを達成することができる支援計画

児童生徒の反応やつまずきを想定し，全ての児童生徒がねらいを達成する
ことができるための具体的な手立てを準備しましょう。

（例）・Ａ対ＢとＢ対Ａの対戦カードを準備する ・表の空欄の意味を問う

〈問題〉Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの４チームが，どのチームも，ちがったチームと
１回ずつ対戦します。どんな対戦があるか調べましょう。

〈考え〉

「５チームについて調べるときはどの方法を使いますか？」

樹形図は，一つずつ重
なりを確認できるので
この方法で考えます。

表を使います。表の半分を使え
ばいいから落ちや重なりがなく
調べられます。
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Ａ対ＢとＢ対Ａ
は同じだね。

表

九九の表

みたい。
ここがＢ対Ｃ。

図形の辺と対角線で
表せるから，五角形
をかいて調べます。

社会的な見方・考え方を働かせるための学習課題や発問と資料活用の在り方

 学びの質を高めるための授業構想の在り方


